　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００９．９．０７
　各ブロック委員長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（財）東京都サッカー協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京少年サッカー連盟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　　高 山　清

　真っ黒に日焼けした顔、顔。友だちと久しぶりに会って話が弾む新学期ですが、少し不安なスタートでもありました。各ブロックにおかれましても新インフルエンザ感染の情報が、入ってきていると思います。さわやか杯、ジュニア大会の予選が始まっているブロックもありますので、下記のように対応を考えました。
記

1． 各ブロックでの中央大会につながる予選大会の取り組み　
（さわやか、ジュニア、住友）
①　中央大会実施日時は、現在のところ予定通り。

②　チームからインフルエンザ感染のため試合人数が、足りない旨の連絡が入った。
　　↓
・各ブロックで、中央大会の日程に間に合うための工夫ができるかの検討。
　　・日程、グランド、大会形式、試合形式の工夫など
　　↓

・可能であれば、短縮・延期などの取り組みを行う。

・短縮・延期が不可能であれば、試合成立人数を確認して予定通り、ブロック予選大会を行う。
＜①・②に伴う配慮事項＞

・予選不参加チームの大会参加費は、返金する。
・大会プログラムの締め切りに間に合わないことも認める。（延期の場合）
２．「インフルエンザ様症状」　※（保護者・チーム指導者にお伝えください）
　　○ 次の症状の場合は、医者の診断を仰ぐ。

　　・３７，５度C以上の発熱があり、（　）内の症状が一つでも加わった場合。
　　　（ せき・鼻汁・鼻閉・下痢・腹痛・咽頭痛 ）
３．中央大会出場チーム最終決定日
　　・さわやか杯　　　　　　２００９年１０月　４日
　　・ジュニア　　　　　　　２００９年１１月　８日
　　・住友信託カップ　　　　２００９年１１月１５日
＜確認事項＞・５月２１日付配布資料抜粋（新型インフルエンザ対応その２）
　　○　東京都の指導で、中止や延期の指導要請があった場合は、それに従う。

　　○　休校、学年、学級閉鎖などの当該選手は、所属チームの試合および練習・トレセン活動の参加を控える。

　　○　インフルエンザに感染または感染が疑われる選手は、完治または感染していないことが確認できるまでは、試合・練習・トレセン活動の参加を控える。

